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「
里
山
の
魅
力
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
４
つ

を
中
心
に
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
な
ど
が
協

働
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
と
里
山
の
関

係
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
単
な
る
保

全
に
と
ど
ま
ら
ず
、
持
続
可
能
な
関
わ
り
方
を

作
り
続
け
て
い
ま
す
。

未
来
を
耕
す　
新
た
な
挑
戦—

—

　
活
動
開
始
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
本
年
、
里

山
に
興
味
を
持
ち
活
動
を
行
う
「
さ
と
ぷ
ろ
。

サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
４
０
０
人
を
超
え
、
４
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
を
越
え
た
活
動
も
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
、
安
曇
野
の
経

済
・
社
会
・
環
境
を
つ
な
ぐ
総
合
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
内
閣
府
か
ら
、
さ
と
ぷ
ろ
。
を
中

心
と
し
た
「
里
山
か
ら
つ
な
が
る
安
曇
野
共
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
自
治
体SD

Gs

モ
デ
ル
事

業
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
さ
と
ぷ
ろ
。」

は
今
、
単
な
る
里
山
再
生
や
鳥
獣
対
策
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
全
体
が
連
携
し
な
が
ら
「
人
と

自
然
が
共
に
生
き
る
里
山
」
の
再
構
築
を
目
指

す
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

変
わ
る
里
山
に　
息
を
吹
き
込
む

安
曇
野
市
の
約
60
㌫
は
森
林
に
覆
わ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
す
ぐ
そ
ば
に
は

「
里
山
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
こ
の

里
山
は
、
薪
や
炭
、
落
ち
葉
な
ど
を
生
活
に
生

か
す
身
近
で
大
切
な
資
源
の
宝
庫
で
し
た
。
多

く
は
民
有
林
と
し
て
木
材
利
用
も
盛
ん
に
行
わ

れ
、
地
域
と
共
に
生
き
て
き
た
場
所
で
す
。

　
近
年
で
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
の
普
及
、
地
元
産
材
へ
の
関
心
の
高
ま

り
か
ら
、
再
び
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
手
入
れ
が
難

し
く
な
り
、放
置
さ
れ
る
森
が
増
え
て
い
ま
す
。

間
伐
さ
れ
な
い
森
は
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
、
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
や
災
害
リ
ス
ク
の

増
加
、
生
物
多
様
性
の
低
下
な
ど
、
深
刻
な
問

題
を
招
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て
人
と
森
が
寄
り

添
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
に
、
も
う
一
度
、

私
た
ち
の
手
で
里
山
に
息
を
吹
き
込
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
み
関
わ
る　
さ
と
ぷ
ろ
。

　
い
つ
の
ま
に
か
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
里
山

と
の
距
離
を
縮
め
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
里
山
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が

第
一
歩
で
す
。
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
里
山

再
生
計
画
を
策
定
し
、「
さ
と
ぷ
ろ
。」
の
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
「
里
山
ま
き

の
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
里
山
木
材
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
里
山
学
び
の
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

６年前にさとぷろ。学校のスタッフとして関
わったのが「さとぷろ。」との出会いでした。
元々、森を見るのが好きで、木々に手を入れる仕
事に関りたいと思っていたことから、普段は大
町市の山仕事創造舎で林業に携わっています。
会社では大きな森林の手入れをすることが多
く、身近な小さな森に手を入れることは難しい
んです。なので、この活動を通じて個人レベルで
近くの森林に携わる人が増えたらいいなと思っ
ています。
森林というと「木」を思い浮かべるかもしれませ
んが関わり方はそれだけではありません。人と
人との交流の数だけ森林への入口が増えます。
その１つでもある「さとぷろ。学校」も10期目を
迎え、森林に関わる人が確実に増えていると手
ごたえを感じています。さらにそこから仲間同
士で新たな取り組みを始める人たちもおり、う
れしく思います。今後もそんな皆さんの背中を
押せるよう活動を続けていきます。

IN
TERVIEW

橋
本 

拓
さ
ん （
44・穂
高
有
明
）

身近な森林に関わる人の背中を押す

「さとぷろ。」の活動の詳細や
イベント情報をH

ホームページ

P・SNS で
発信しています。
興味のある活動
にぜひご参加く
ださい。
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特　集

安 曇 野 市 里 山 再 生 計 画

さとぷろ。HP

さ
と
や
ま
時
間
を
楽
し
ん
で
過
ご
す
。

里
山
を
知
る
こ
と
で

安
曇
野
の
風
景
と
暮
ら
し
の
源
で
も
あ
る

自
然
の
大
切
さ
や
魅
力
に
気
づ
く—

—

。

人
と
里
山
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
「
さ
と
ぷ
ろ
。」で

さ
と
や
ま
時
間
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

皆
さ
ん
の
姿
と
取
り
組
み
を
特
集
し
ま
す
。


